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コミュニケーションの壁を
乗り越えるには

⼒⽯マルシア
つながろう会 Multicultural Japan 代表

⼒⽯マルシア（つながろう会 Multicultural Japan 代表）

ブラジル⽣まれ⽇系⼆世。
リオデジャネイロ国⽴⼤学（経済学部）、神⼾⼤学⼤学院経営学部卒。
1995年、神⼾⼤学在学中阪神淡路⼤震災を経験。
ファイナンス研究所、保険会社、コンサルティング、旅⾏会社などでの
経験を得て、現在⼋王⼦市市⺠活動⽀援センターで地域・NPO連携交流
事業を担当しています。

⽇本での⽣活経験を通して、多⽂化共⽣の⼤切さと、⾔語・⽂化の違い
による“すれ違い”をなくす必要性を強く感じ、ボランティア活動に⼒を
⼊れ、2022年に「つながろう会 Multicultural Japan」 を⽴ち上げました。

NPOで誰もが安⼼してつながり合える社会をつくることを⽬指し、異⽂
化コミュニケーション、相互理解促進、困りごと対応、つながりのきっ
かけとなるイベント実施などでコミュニティづくりに取り組んでいます。
また、学校や⼤学向けに、多⽂化共⽣・コミュニケーションの壁・相互
理解をテーマとした講演やワークショップを企画・実施しています。

プロフィール
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多文化共生の重要性

・社会の安定と安全の確保

・地域の活性化と多様性の促進

・人権尊重と国際的信頼の構築

コミュニケーションの壁

・⾔葉的な壁

・⽂化的な壁

・世代的な壁

・⼼理的な壁

・社会的な壁
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言語的な壁

・漢字の読み⽅の難しさ
・敬語や丁寧語の使い分け
・⻑⽂
・専⾨⽤語
・⽅⾔

・認知・理解の差異
同じ⾔葉でも⽂化的背景、経験や知識により理解

度は異なることがあり、誤解を招くこともある

文化的な壁

・「察する⽂化」と「明確に⾔う⽂化」の違い

・沈黙の意味の違いや同意と遠慮の区別

・ハイコンテクスト⽂化（曖昧な表現・空気を読むなど）

・⾮⾔語コミュニケーションの違い

「わかっているはず」という前提に話すのは
壁となります。
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世代的な壁

・デジタル前提の案内

・専⾨⽤語の変化

・略語・カタカナ語

・各世代が経験してきたことなど

⼼理的な壁

・間違えたら恥ずかしい

・質問しづらい

・迷惑かけたくない

・敷居が⾼い



5

社会的な壁

・外国ルーツや障がい者に対する変形や差別

・地域社会での孤⽴

・情報の格差の存在

・メディアやSNSの影響

現在の社会状況

・経済や安全に対する不安感

・排外ムードの⾼まり

・権⼒や情報の偏り

・孤⽴・孤独の増加
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考えられる理由
・将来への不安と経済的焦り

・メディアやSNSによる感情的な情報の報道

・外国ルーツの⼈に対する情報の少なさ＋
誤った情報の拡散

・「マイノリティ」と呼ばれる⽅々との接点
の少なさ

・情報へのアクセス

コミュニケーションの壁を
乗り越えるには
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・簡単な⾔葉使い＋表現の⼯夫
ここでは、どなたでも理解できるやさしい⽇本語

を活⽤することができます。

具体的に・短く・簡単な⾔葉で︓
危険性が⾼いので、速やかに避難してください。

あぶないです。すぐにげてください。

情報へのアクセシビリティ

つながろう会 Multicultural Japanは、多国籍多世代
なメンバーがいるNPOです。
定例会などでは、基本、やさしい⽇本語は共通⾔語
であり、当たり前に活動しています。
相談対応のとき、情報発信（SNS・パンフレット・
チラシなど）のとき、多⾔語の他、やさしい⽇本語
を利⽤しています。

学校からの⼿紙の説明
公的機関からの書類の説明
進学・進路についての説明 など
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相談対応や誰でも参加できる交流会では、最
初は多⾔語で翻訳・通訳に⼒を⼊れていまし
たが、多⾔語とやさしい⽇本語で対応するこ
とにしました。

それは、参加者や相談者の⽅々の今後の⽣活
を考え、これからの⽣活に必要な⽇本語を覚
え、慣れていただくための第⼀歩であること
に気づきました。
そして、どこでも多⾔語に対応できる⼈がい
ないので、どなたにでも通じるやさしい⽇本
語が共通⾔語にしたら、誤解などが減ると
思っています。

やさしい⽇本語に加え、可能なとき、⼿話や
イラストなども活⽤しています。

やさしい⽇本語は誰のため︖

外国⼈
⾼齢者
⼦ども
障がいのある⽅
認知機能に不安のある⽅

などのためにだと⾔われていますが、
本当は全員/みんなのためです。

ユニバーサルデザインです。
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正しい情報を発信する

受けた情報の元を確認する８⾃⼰
判断⼒を⾼める）

ためにならないような情報を
発信・拡散しない

より多くの⼈に情報を届くように
⼯夫をする

相⼿の⽴場に⽴つ
⾃分だったら…

伝えたいことを伝えるだけではなく、
正しく伝わったかを意識し、確認する
同じように、受けた情報に対する⾃分の認識が正し
いかどうかをチェックする

相⼿の能⼒で判断しない
わからないのを相⼿のせいにしない
⾃分の⾔葉や態度を変える勇気を持つ
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安⼼できる関係・環境をつくる

・表情
・ゆっくり話す
・相⼿の⾔葉を繰り返す
・確認する
・コミュニケーションは「⾔葉＋態度」
・バウンダリーを明確にする
・相⼿の⽂化背景や現状を視野に⼊れて接
する

最後に
今回の私の話は当たり前です。

当たり前だけど、当たり前を当たり前にするのはと
ても難しいことです…

やさしい⽇本語のようなコミュニケーションツール
があっても、利⽤する・したい気持ちはないとツー
ルで終わってしまいます。

コミュニケーションの壁を乗り越えるには⼀番
なくてはならないのは、乗り越えたい気持ちです。
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ご清聴ありがとうございました


